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1. はじめに 

「企業 IT 動向調査報告書」では、企業の様々なテクノロジーやフレームワークの導入状
況を調査している。しかし、テクノロジーやフレームワークは、それぞれが独立して導入
されるのではなく、テクノロジー・フレームワーク間には関係性が深いものがあり、同時
に検討される可能性の高い群が存在すると考えられる。そこで、本紙では、テクノロジ
ー・フレームワークの導入状況に対し因子分析1を適用することで、導入の背後に潜んでい
るものも含め、共通的な因子（関係性の深い群）の抽出を行った。さらに、各企業がその
因子の特徴をどれだけ有しているかの度合いを表す因子得点（影響の大きさ）を算出し、
業種グループ別の比較、DX 推進状況別の比較を行った。 
 
2. テクノロジー・フレームワークの導入状況の因子分析 
 「企業 IT 動向調査報告書 2023」の以下の質問項目（Q9_1）の回答データを用いて因子
分析を行うことで、テクノロジーやフレームワークの導入状況の因子を抽出する。 
 
Q9_1： 貴社におけるテクノロジーやフレームワーク等の導入状況をお聞きします。それ
ぞれの現状としてあてはまる選択肢をお選びください。 
選択肢： 「導入済み」、「試験導入中・導入準備中」、「検討中」、「検討後見送り」、「未検討」
の 5 つ 
  
 この質問では、以下の 31 種類のテクノロジー・フレームワークの導入状況について質
問している。 
 
対象とするテクノロジー・フレームワーク 

「IoT」、「AR（拡張現実）・VR（仮想現実）」、「メタバース」、「ウェアラブルデバイス」、
「AI」、「ロボット」、「SDx（SDN、SDS など）」、「ドローン」、「プライベート・クラウド」、

 
1 「因子分析」とは、複数データ間の関連性を明らかにする統計手法の一つ。例えば、今回の

テクノロジー・フレームワークのように、多くの変数から質問項目が構成される場合、これら

を説明できる少数の分析軸（因子）を抽出することで、データの解釈が容易になったり、DX

推進状況等との関係性を把握しやすくなったりする。 
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「パブリック・クラウド（IaaS、PaaS）」、「パブリック・クラウド（SaaS）」、「ブロックチ
ェーン」、「モバイルデバイスマネジメント」、「タレントマネジメント」、「経営ダッシュボ
ード」、「マスターデータ管理」、「ビッグデータ」、「モバイルアプリケーション」、「RPA」、
「ビジネスチャット」、「ボイスインターフェース」、「電子決裁、押印システム、電子契約
システム」、「エンタープライズアーキテクチャー（EA）」、「マイクロサービス・API 連携」、
「VPN（仮想私設網）」、「５G の活用」、「ゼロトラストセキュリティ」、「アジャイル開発」、
「ノーコード・ローコード」、「量子コンピューティング」、「ニューロコンピューティング」 
 
 Q9_1 の欠損値のある企業のデータ、および導入済みの企業が 5%未満となるテクノロジ
ー・フレームワークを除き因子分析を行い、5 つの因子を抽出した2（分析データの諸元に
ついては Appendix. A を参照）。 
 

表 1 5 つの因子に対する各テクノロジー・フレームワークの因子負荷量 
テクノロジー・フレームワーク 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 第 5 因子 
パブリック・クラウド（SaaS） 0.8725 -0.0753 -0.0143 -0.0272 0.4057 
パブリック・クラウド（IaaS、PaaS） 0.7061 0.0983 -0.0196 0.0052 0.6040 
ビジネスチャット 0.6387 0.0162 -0.0487 0.0521 -0.0290 
VPN（仮想私設網） 0.6228 -0.1011 0.0410 -0.0541 0.0632 
モバイルデバイスマネジメント 0.5357 0.0698 0.0825 -0.0114 0.0118 
RPA 0.4612 0.0273 -0.0867 0.2908 -0.0712 
電子決裁、押印システム、電子契約システム 0.4131 0.1686 -0.0022 0.0146 0.0249 
プライベート・クラウド 0.3478 0.1389 0.0620 0.1076 0.2149 
マイクロサービス・API 連携 0.0981 0.7641 -0.0551 -0.2408 -0.0150 
ビッグデータ -0.2154 0.6026 0.0309 0.2807 0.0937 
アジャイル開発 0.0113 0.5949 0.0535 -0.0654 0.0436 
エンタープライズアーキテクチャー（EA） -0.0419 0.5416 0.0662 -0.0418 -0.0099 
マスターデータ管理 -0.0460 0.4696 -0.1122 0.1139 0.0052 
モバイルアプリケーション 0.2281 0.4468 0.0337 0.0344 0.0109 
経営ダッシュボード 0.0232 0.4400 -0.0711 0.2201 -0.0520 
ボイスインターフェース 0.0132 0.3826 0.0882 0.0411 -0.0495 
SDx（SDN、SDS など） -0.0264 0.3199 0.2583 0.0981 0.0068 
ゼロトラストセキュリティ 0.1304 0.3179 0.0852 0.0244 -0.0109 
ウェアラブルデバイス 0.0097 -0.0562 0.5473 0.1666 0.0157 
AR（拡張現実）・VR（仮想現実） -0.1294 0.2865 0.4886 0.0473 -0.0480 
ドローン 0.0713 -0.1166 0.4835 -0.0262 -0.0383 
ロボット 0.1296 -0.2230 0.3020 0.4712 -0.0555 
AI -0.0371 0.1923 0.2499 0.4645 0.0476 
IoT -0.0665 0.0828 0.3511 0.3584 0.0303 
ノーコード・ローコード 0.2239 0.2848 0.0670 0.0435 -0.0618 
タレントマネジメント 0.2612 0.1691 -0.0890 0.2575 -0.0267 
寄与率 0.121 0.113 0.046 0.038 0.024 
累積寄与率 0.121 0.234 0.280 0.318 0.341 

  

 
2 統計ツールとして、R for Windows 4.3.1 を利用。 
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 各因子に対する因子負荷量（因子に対する各テクノロジー・フレームワークの関与の大
きさ）から、第 1 因子から第 5 因子は以下のように解釈できる。 
 
(1) 第 1 因子：テレワーク/業務の自動化 
 第 1 因子の因子負荷量が大きい（0.3 を超えるもの）テクノロジー・フレームワークは、
「パブリック・クラウド（SaaS）」、「パブリック・クラウド（IaaS、PaaS）」、「ビジネスチ
ャット」、「VPN（仮想私設網）」、「モバイルデバイスマネジメント」、「RPA」、「電子決裁、
押印システム、電子契約システム」、「プライベート・クラウド」である。 

「ビジネスチャット」、「VPN（仮想私設網）」、「モバイルデバイスマネジメント」、「電
子決裁、押印システム、電子契約システム」はテレワークと関係性が強く、また、「RPA」
は業務の自動化と関係性が強い。さらに、「パブリック・クラウド（SaaS）」、「パブリッ
ク・クラウド（IaaS、PaaS）」、「プライベート・クラウド」は、それらの基盤となるもの
である。第 1 因子は「テレワーク/業務の自動化」を表す因子と解釈できる。 
 
(2) 第 2 因子：システムデザイン/開発手法 
 第 2 因子の因子負荷量が大きいテクノロジー・フレームワークは、「マイクロサービ
ス・API 連携」、「ビッグデータ」、「アジャイル開発」、「エンタープライズアーキテクチャ
ー（EA）」、「マスターデータ管理」、「モバイルアプリケーション」、「経営ダッシュボー
ド」、「ボイスインターフェース」、「SDx（SDN、SDS など）」、「ゼロトラストセキュリテ
ィ」である。 

「エンタープライズアーキテクチャー（EA）」、「マスターデータ管理」、「SDx（SDN、
SDS など）」、「ゼロトラストセキュリティ」は、企業の情報システムデザインに関係する
ものである。そのことで、「マイクロサービス・API 連携」、「アジャイル開発」、「モバイ
ルアプリケーション」、「ボイスインターフェース」等の新たな開発手法の採用、もしくは、
「ビッグデータ」「経営ダッシュボード」等の業務的な取り組みを進めることが可能とな
る。第 2 因子は「システムデザイン/開発手法」を表す因子と解釈できる。 

 
(3) 第 3 因子：ウェアラブル・ドローン/AR 
 第 3 因子の因子負荷量が大きいテクノロジー・フレームワークは、「ウェアラブルデバ
イス」、「AR（拡張現実）・VR（仮想現実）」、「ドローン」、「ロボット」、「IoT」である。
これまで人が行って来たことをデジタルの力で人の能力を拡張するものである。第 3 因子
は「ウェアラブル・ドローン/AR」を表す因子と解釈できる。 
 
(4) 第 4 因子：ロボット・IoT/AI 
 第 4 因子の因子負荷量が大きいテクノロジー・フレームワークは、「ロボット」、「AI」、
「IoT」である。主に、製造装置や設備をデジタル化するものとなる。第 4 因子は「ロボ
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ット・IoT/AI」を表す因子と解釈できる。 
 
(5) 第 5 因子：クラウド 
 第 5 因子の因子負荷量が大きいテクノロジー・フレームワークは、「パブリック・クラ
ウド（SaaS）」、「パブリック・クラウド（IaaS、PaaS）」である。第 5 因子は「クラウド」
を表す因子と解釈できる。 
 

3. 因子得点の業種グループ別比較 
 第 1 因子から第 5 因子について、各業種グループに属する企業の因子得点（各因子の因
子負荷量をもとに積算した値）の平均値を算出し、因子得点の平均値の高い業種グループ
から順に並べたものを表 2-1～表 2-5 に示す。 
 表を見てみると、第 1 因子（テレワーク/業務の自動化）と第 5 因子（クラウド）の因
子得点は、第 2 因子（システムデザイン/開発手法）、第 3 因子（ウェアラブル・ドローン
/AR）、第 4 因子（ロボット・IoT/AI）に比べると、業種グループ間での差が少ない。 
 一方で、第 2 因子（システムデザイン/開発手法）では、他の業種グループより DX を
推進している企業が多く含まれる金融・保険業の因子得点が、他業種グループと比較して
非常に高い値を示している。 
 第 3 因子（ウェアラブル・ドローン/AR）は、建築・土木、社会インフラの因子得点が
高い。ドローンを用いれば人間が行くのが困難な場所へ行くことができるだけでなく、
AR・VR を用いて仮想的な空間を作ることも可能となる。そのメリットを建築・土木、社
会インフラでは生かしやすいためと考えられる。 
 第 4 因子（ロボット・IoT/AI）は、「加工組立型製造」、「基礎素材型製造」の因子得点
が高い。このような業種グループでは、製造設備等の高度化に積極的であるためと考えら
れる。 
 

表 2-1  業種グループ別の因子得点：第１因子（テレワーク/業務の自動化） 
順位 業種グループ 企業数 第１因子 

1 卸売 96 0.2851 
2 サービス 163 0.1350 
3 金融・保険 42 0.1214 
4 建築・土木 71 0.0505 
5 生活関連型・その他製造 201 0.0247 
6 運輸・倉庫・不動産 88 -0.0104 
7 社会インフラ 30 -0.0885 
8 加工組立型製造 155 -0.1256 
9 基礎素材型製造 74 -0.2006 

10 小売・外食 96 -0.2620 
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表 2-2  業種グループ別の因子得点：第 2 因子（システムデザイン/開発手法） 
順位 業種グループ 企業数 第 2 因子 

1 金融・保険 42 0.9671 
2 小売・外食 96 0.2758 
3 社会インフラ 30 0.2220 
4 サービス 163 0.1522 
5 生活関連型・その他製造 201 -0.0698 
6 建築・土木 71 -0.1319 
7 運輸・倉庫・不動産 88 -0.1554 
8 加工組立型製造 155 -0.1574 
9 卸売 96 -0.1731 

10 基礎素材型製造 74 -0.2768 

 
表 2-3  業種グループ別の因子得点：第 3 因子（ウェアラブル・ドローン/AR） 

順位 業種グループ 企業数 第 3 因子 
1 建築・土木 71 0.6522 
2 社会インフラ 30 0.4324 
3 加工組立型製造 155 0.2172 
4 運輸・倉庫・不動産 88 0.1595 
5 基礎素材型製造 74 0.1582 
6 生活関連型・その他製造 201 -0.0435 
7 サービス 163 -0.1310 
8 卸売 96 -0.3352 
9 小売・外食 96 -0.3854 

10 金融・保険 42 -0.4622 

 
表 2-4  業種グループ別の因子得点：第 4 因子（ロボット・IoT/AI） 

順位 業種グループ 企業数 第 3 因子 
1 加工組立型製造 155 0.3106 
2 基礎素材型製造 74 0.2064 
3 生活関連型・その他製造 201 0.1356 
4 社会インフラ 30 0.1105 
5 卸売 96 0.0010 
6 運輸・倉庫・不動産 88 -0.0214 
7 小売・外食 96 -0.0570 
8 建築・土木 71 -0.2695 
9 サービス 163 -0.3116 

10 金融・保険 42 -0.4005 
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表 2-5 業種グループ別の因子得点：第 5 因子（クラウド） 
順位 業種グループ 企業数 第 3 因子 

1 金融・保険 42 0.1450 
2 サービス 163 0.1178 
3 小売・外食 96 0.0686 
4 生活関連型・その他製造 201 0.0437 
5 運輸・倉庫・不動産 88 0.0028 
6 基礎素材型製造 74 -0.0028 
7 卸売 96 -0.0798 
8 加工組立型製造 155 -0.1130 
9 建築・土木 71 -0.1261 

10 社会インフラ 30 -0.2190 

 
4. 因子得点の DX 推進状況別の比較 
 DX の推進とテクノロジー・フレームワークの導入状況の関係性を考察する。「企業 IT
動向調査報告書 2023」で DX 推進について質問している Q3_1 の回答ごとに企業の因子得
点の平均値を算出した。その結果を表 3 に示す。 
 
Q3_1： 貴社は DX を推進できていると思いますか。 
選択肢： 「非常にそう思う」、「そう思う」、「どちらともいえない」、「そう思わない」、「全
くそう思わない」 

 
表 3 因子得点 

 企業数 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子 第 5 因子 
非常にそう思う 29 -0.6371 1.6723 0.3737 0.4661 -0.0427 
そう思う 222 0.2210 0.3049 0.0919 0.1809 0.0103 
どちらともいえない 351 0.0793 -0.1134 -0.0668 0.0354 -0.0019 
そう思わない 289 0.0155 -0.2268 -0.0318 -0.1492 0.0389 
全くそう思わない 124 -0.5030 -0.0859 0.0125 -0.1895 -0.0827 

 
 第 1 因子（テレワーク/業務の自動化）と第 5 因子（クラウド）は、「非常にそう思う」
と回答した企業の因子得点が高くない。コロナ禍の影響もありテレワークが一般的となっ
てきたこと、またクラウドの普及状況より、多くの企業で取り組まれている内容であり、
ＤＸ推進状況とは関係の小さい因子となったと考えられる。 
 一方で、第 2 因子（システムデザイン/開発手法）、第 3 因子（ウェアラブル・ドローン
/AR）、第 4 因子（ロボット・IoT/AI）については、「非常にそう思う」と回答している企
業の因子得点が高い。中でも、第 2 因子の因子得点の高さが目立つ。これは、DX 推進上
の目的が明確であるなら、その実現のためには「システムデザイン/開発手法」の対応が必
要となるからと考えられる。そのため、技術的に試行段階のものが含まれる「ウェアラブ
ル・ドローン/AR」、「ロボット・IoT/AI」と比べて、高い因子得点となっていると予想さ
れる。 
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5. おわりに 
 本分析の結果を以下にまとめる。 

(1) テクノロジー・フレームワークの導入状況については、「テレワーク/業務の自動
化」、「システムデザイン/開発手法」、「ウェアラブル・ドローン/AR」、「ロボッ
ト・IoT/AI」、「クラウド」の 5 つの因子が抽出された。 

(2) 業種グループ別にみると、「システムデザイン/開発手法」は金融・保険業、「ウェ
アラブル・ドローン/AR」は建築・土木、社会インフラ、「ロボット・IoT/AI」は
「加工組立型製造」、「基礎素材型製造」の導入が進んでいる。 

(3) DX を推進できていると考える企業では、特に「システムデザイン/開発手法」の
導入状況の高さが目立つ。 

  
 今後は、DX 推進とテクノロジー・フレームワークの導入状況の関係性について、他の
要因も考慮した因果関係の解明や、時系列データを用いた更なる分析が望まれる。 
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Appendix. A 分析データ諸元 
 

本分析では、Q9_1 の回答データに欠損値のある企業を取り除いた 1,016 社のデータを
用いた。また、31 種類のテクノロジー・フレームワークのうち、「導入済み」と回答した
企業が 5%未満であった「ニューロコンピューティング（0.20%）」、「量子コンピューティ
ング（0.39%）」、「メタバース（0.69%）」、「ブロックチェーン（1.97%）」、「５G の活用
（4.72%）」の 5 種類のテクノロジー・フレームワークは分析から除いた。 

 因子分析に当たり、26 種類のテクノロジー・フレームワークのそれぞれの導入状況につ
いて「導入済み」：3 点、「試験導入中・導入準備中」：2 点、「検討中」、「検討後見送り」、
「未検討」:1 点とした。業種グループの分析状況も考慮し、因子数を 5 とし、Promax 回
転を行った。 
 
 


